
令和３年度の取組事例の紹介
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「水災害意識社会再構築ビジョン」に基づく

木津川上流部の取組方針
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【実施内容】
＜木津川、服部川、柘植川＞
・河道掘削（約8.0㎞）
・引堤（約0.7㎞）、橋梁延伸（1橋）他

【洪水氾濫対策】木津川上流における河川対策（直轄管理河川）

【取組内容】：上野遊水地事業
【場所】：三重県伊賀市東高倉地区 他

【現状の課題】
上野盆地の常習的な浸水被害に鑑み、その浸水域540ha（昭和28年台風13号）のうち、約250haの
区域を遊水地とし、川上ダムとあわせて狭窄部（岩倉峡）への流入量を抑制しつつ、河道掘削等
の河川改修を行う事で上野地域の治水安全度を向上を図る。

木津川上流
河川事務所

【効果】
・整備計画対象である昭和28年台風13号の雨量を1.1倍した洪水を安全に流下させる。

《上野遊水地事業》

引堤

築堤（無堤部解消)

狭窄部（岩倉峡）

橋梁延伸

河道掘削

長田遊水地

三田地区においては平成25年
台風18号での被害を受け、浸
水対策を「国・県・市で」協
力して実施中。

建設中の排水樋門

河道掘削



【水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫】 水災害リスクを考慮した安全なまちづくり 名張市

【実施内容】
・立地適正化計画（防災指針含む）策定に
向けた検討

【取組内容】：土地利用規制・誘導等
（災害危険区域の指定等）

【場所】：三重県名張市

【現状の課題】
洪水浸水想定区域等災害リスクの高い区域内に多数の住居等が立地している。

【効果】
・水災害リスクを考慮した安全なまちづくりの実現（防災意識向上、防災・減災機能強化）

・この他、災害ハザード情報と都市機能（主に病院や福祉施設
等）の立地を重ね合わせた図を用いて居住誘導区域や都市機能
誘導区域の設定、防災指針に記載する防災減災対策を検討する。

・土砂災害（特別）警戒区域の表示
・洪水浸水想定区域・家屋倒壊等氾濫想定区域の表示
・避難所・避難場所の表示

災害リスク分析・特に危険な地域の抽出



【実施内容】
日 時：令和３年７月９日(金)
場 所：奈良市月ヶ瀬小中学校
参加者：７年生（中学１年生）、８名

【土砂災害防止に関するソフト対策】
奈良市月ヶ瀬小中学校における土砂災害防止に関する出前講座

【開催概要】
○奈良市月ヶ瀬小中学校で、土砂災害防止に関する出前講座を行いました。
○講座では、過去に奈良県内で発生した災害や土砂災害の基礎知識について、動画
などを用いて説明しました。紀伊半島大水害で多発した深層崩壊については、模
型を使ってメカニズムやどのような危険があるかについて学んでいただきました。

○また、生徒が自身の学習用PCを用いて自宅から学校までの通学路付近の土砂災害
警戒区域等を確認したほか、当日学校周辺で発生した大雨や土砂災害警戒情報に
関する情報も確認していただきました。

奈良県 砂防・災害対策課

【開催状況】

【効果】
・身の回りにある危険を確認し、土砂災害に対する早期の警戒避難の重要性を認識していただきました。

・当日、付近で発生した大
雨に関する情報をリアルタ
イムで確認する生徒

・表層崩壊と深層崩壊のメ
カニズムの違いを学ぶため、
模型を用いて実演

・自分の学習用PCを用いて、

自宅や通学路付近の土砂
災害警戒区域を確認

・確認した土砂災害警戒区
域を地図に書き込み、オリ
ジナルのハザードマップに

【取組内容】
小中学生対象の土砂災害防止に関する出前講座

【場所】
奈良県奈良市（月ヶ瀬地区）

※図は木津川上流河川
事務所HPより、一部加工

月ヶ瀬
小中学校



【実施内容】
住民の防災地意識の高揚を図るため、CATVを活用し、
避難情報や避難方法等の防災力向上を図る。

【避難体制の強化】宇陀市自主放送チャンネル
「うだチャン１１」を活用した住民に対する防災知識の普及

【取組内容】：防災知識の普及

【場所】：奈良県宇陀市

【開催概要】
宇陀市の情報発信ツールの大きな強みであるケーブルテレビ「うだチャン11」（市内加入率
98％）を活用し、市の自主製作による「身近な防災対策」（水害・土砂災害の防災情報の伝え
方）や「ハザードマップの見方」（宇陀市版）を作成し出水期を中心に放送を行いました。

宇陀市

【効果】・基本的な防災知識を得ることで災害時に安全かつ迅速な避難・誘導が行える。

【開催状況】 5月21日～12月31日の間 1日6回放送（放送回数 1,350回）

11月1日～12月31日の間 1日6回放送（放送回数 312回）

その他、消防団募集PVや防災サポーター養成講座等を放送。4月からは「防災入門～南海トラフ地震から命を守る～を放送予定



【実施内容】
地区ごとに応じたタイムラインの作成に
係る説明会の実施及び策定支援の実施

【避難体制等の強化】地区別のタイムライン（防災行動計画）の作成支援

【取組内容】地区タイムラインの作成
【場 所】京都府相楽郡笠置町

【現状の課題】
笠置町内では６地区の集落があり、これまで全地区においてタイムラインが未作成の状態。
現在６地区中４地区の作成が完了し、令和３年度内において残り２地区の作成を予定。

笠置町

【効果】
・地区別のタイムラインの作成により有効な避難実行性の確立及び向上が図られた。

○各地区ごとにタイムラインの作成に着手
⇒ワークショップ形式にすることで意欲的に着手

○防災士や京都府職員、町職員がサポート
⇒充実したサポート体制のもと取組が可能

○水害と土砂災害のそれぞれについて素案作成
⇒後日、地区ごとで素案を協議し成果物を町に報告（済）

○防災士によるタイムラインの意義等の説明
⇒参加者の理解等を深める

○各地区の中核を担う自治会役員を参集
⇒地区住民への周知徹底が図れる

○町作成の防災マップをはじめ様々なツールを使用
⇒ハザード情報の収集に努め、住んでいる地区の状況を把握

タイムライン作成時防災士による説明会

説明後



広報紙へ防災に関するの記事掲載

◯概要
村の広報紙６月号（６月１日配布）に、
出水期に備えるための特集記事を掲載し
た。これにより、村民へ災害に対する注
意喚起を行い、住民の防災意識向上を努
めた。

【記事内容】
●避難情報の変更について
●風水害等の備え・準備について
●防災４か計画について
●り災証明書の発行について

◯参考
令和３年度における広報紙「広報やまぞえ」への防災関連記事掲載状況

●Ｊアラート・緊急地震速報の案内

◯記事概観

山添村

【実施内容】
村が発行する広報誌「広報やまぞ

え」に防災に関する記事を掲載

【取組内容】

広報誌を活用した防災意識の啓発



※自然災害伝承碑とは、「過去に発⽣した⾃然災害に関する様々な事柄を記載した⽯碑やモニュメント」の
ことで、国土地理院へ申請することにより新たに制定された地図記号 で国土地理院地図に掲載されます。

【防災意識の向上】自然災害伝承碑の国土地理院地図への掲載

【取組内容】
国土地理院が過去の自然災害を教訓にして、的確な防災行動による被害の軽減を

目指し、自然災害伝承碑の国土地理院地図への掲載を行っている。
今年度に申請をされた、伊賀市が令和３年５月、名張市が令和３年９月、南山城

村が令和３年１２月からそれぞれ掲載されています。

伊賀市、名張市、南山城村

記念碑の所在地

国土地理院地図を加工して利用

写真はすべて国土地理院ウェブサ
イト「自然災害伝承碑」より引用

①

②

③
④

⑤

⑥
①南山城水害記念碑

[南山城水害]
（南山城村大字北大河原小字北垣内）

②伊勢湾台風之碑
[伊勢湾台風]
（名張市夏美）

④避水徒民碑
[午年の水害]

（伊賀市小田町（平井神社））

⑤法華経塔
[伊賀上野地震（安政の大地震）]

（伊賀市服部町一丁目（くれは水辺公園））

⑥安政伊賀上野地震供養塔
[伊賀上野地震（安政の大地震）]

（伊賀市野間）

③山津波災害記念碑
[東近畿大水害（二八災害）]
（伊賀市島ヶ原中村地先）

記載例
番号「碑名」
[災害名]

（所在地住所）


